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▲門戸厄神 撮影者 1見上 力 (浜脇)

門戸厄神縁起

高
野
山
真
一一言
不別
格
本
山
で
、
正
式
名
は

「松
泰
山
東

董

こ
。
厄
除
開
運
の
厄
神
明
王
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

嵯
峨
天
皇
が
四
十

一
歳
の
御
厄
年
の
時
、
愛
染
明

王
と
不
動
明
王
が

一
体
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
災
厄
を

打
ち
払
い
、
魔
を
退
治
す
る
力
を
夢
の
中
で
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
夢
の
話
を
聞
い
た
弘
法
大
師
は
自
ら
愛
染
明

王
と
不
動
明
王
が

一
体
と
な
っ
た
明
王
像
を
三
体

白
檀
本
に
刻
ん
で
祀
ち

‐れ
ま
し
た
″
そ
の
う
ち

一
体

が
東
光
寺
に
伝
わ
る
厄
紳
明
玉
で
踵
Ｒ
　
ｔ
ｉ



一新
春
メ
ッ
セ
ト

福
祉
の
受
け
手
か
ら
社
会
の
担
い
手
ヘ

明
け
ま
し
て

お
め
で

と
う
゛
ヽ
ヽ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に

新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

昨
年
は
当
セ
ン
タ
ー
も

２０
周
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
、
本
年
は
新
た
な
飛
躍

へ
向
け
て
の
第

一
歩
と
な
る
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
体
制
作
り

の
為
に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
要
と
な
る
組
織
や
財
務
の

検
討
を
鋭
意
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
や

「
人
生

一
〇
〇
年
代
」
の
到
来
も
言
わ
れ
始
め

て
お
り
、
事
実

一
〇
〇
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
全
国
で

５
万
９
千
人
に
も
上
る
超
高
齢
社
会
が
到
来
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
均
寿
命
も
男
女
共
に
８０
歳
を
超
え
て

世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
常
的
に
介
護
を
必
要
と
し
な
い

で
自
立
し
た
生
活
が
出
来
る
生
存
期
間
で
あ
る
″
健
康

寿
命
″
は
男
女
共
に
平
均
寿
命
を

１０
歳
前
後
下
回

っ
て

い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
最
後
の
Ю
年
間
は
ど
は
多

く
の
高
齢
者
が
何
ら
か
の
形
で
介
護
を
必
要
と
す
る
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
生
を
最

後
ま
で
元
気
で
全
う
し
た
い
と
思
う
の
は
誰
し
も
同
じ

こ
と
で
し
ょ
う
。

高
齢
者
が
社
会
参
加
す
る
こ
と
で
要
介
護
に
な
る
リ

ス
ク
が
低
く
な
る
と
い
う
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い

理
事
長

名
和

康

正

ま
す
。
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
は
、
社

会
活
動
に
何
も
参
加
し
て
い
な
い
人
に

比
べ
、
趣
味
や
運
動
、
市
民
活
動
等
、

ど
れ
か
１
種
類
に
参
加
し
て
い
る
人
は

‐７
％
ヽ
３
種
類
以
上
は
４３
％
も
低
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
地

域
社
会
に
密
着
し
た
仕
事
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
を
し
、

地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
元
気
で
生

き
生
き
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
医
療
費
や
介
護
等
の
社
会
保
障
は
、
行
政

の
大
き
な
負
担
に
な
つ
て
お
り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
会

員
だ
け
を
捉
え
れ
ば

一
人
当
た
り
６
万
円
も
の
負
担
の

軽
減
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
全
国
の
会
員
数
で
換
算

す
れ
ば
医
療
費
で
年
間
約
四
八
七
億
円
、
介
護
費
用
は

年
間
３７
億
円
も
の
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
シ
ル
バ
ー
会
貝
は
高
齢
者

の

一
員
と
し
て
、

水谷 清

理

事

長
　
名

和
康

正
（鳴
尾
地
区
）

常
務
理
事
　
中
条

正
英
（西
宮

市
Ｏ
Ｂ
）

こ意見。こ要望をお聞かせくださιl。

理
　
　
事
　
河
野

博
嗣
（夙
　
川
）
適
正
就
塞
委
員
会

委
員
長

赤
松
慶
二
郎
（中

　

央
）
工
助
委
員
会

委
員
長

工
藤

邦
宏
（浜
　
脇
）
安
全
委
員
会

委
員
長

山本敏雄

坂

日
　

彰
（津
叩
全
じ
互
助
委
員
会

刷
委
員
長

山

Ｌ
　

忍
（鳴
尾
南
）
適
正
就
業
委
員
会

刷
委
員
長

水

谷
　

清
（瓦
　
本
）就
業
開
拓
委
員
会

副
委
員
長

吉

Π
通
弘
（甲
　
東
）
就
業
開
拓
委
員
会

委
員
長

―――
本

敏
雄
琳
瀬

―――
ョ
安
全
委
員
会

副
委
員
長

陶
木

重

明
（西
官
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

岩

崎

敏
雄
（西
官
市
）

野
鳥
比
仕
夫
（西
官
商
工
会
議
所
）

監
　
事

猪

俣

　
衛
（浜
脇
）

監
　
事
　
村

西
　
進
（公
認
会
計
士
）

河 野博 嗣赤松慶二郎 中条 正英工藤邦宏

吉 田通 弘陶木重明l●
1か 敏雄野島比佐夫

「福
祉
の
受
け
手
か
ら
社
会
の
担
い
手

へ
」
の
気
概
で
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
た
仕
語
を
通
ヽ

、
元
気

で
生
き
生
き
と
生
活
し

し

て

い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

を
心
よ

会
員
の
皆
さ
ま

り
お
祈
り
申
し
上

今
年
度
か
ら
新
た
に
第
２
次

中
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
。
セ
ン

タ
ー
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
会
員
を
増
や
し
、

会
員
に
就
業
機
会
を
提
供
で
き

る
仕
事
を
開
拓
し
、　
一
人
で
も

多
く
の
会
員
に
仕
事
に
つ
い
て

い
た
だ
く
た
め
就
業
率
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
中
期
計
画

で
は
、
次
の
基
本
目
標
を
定
め

ま
し
た
。

豪
い
ず
れ
も
最
終
年
度
の
平
成

∞
年
度
末
の
数
値

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
の
健
全

な
発
展
と
会
員
の
生
き
が

い
の

充
実
を
推
進
す
る
た
め
に
次

の

５

つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

一
、
会
員
の
拡
充
と
確
保

二
、
就
業
先
の
拡
大

三
、
安
全
就
業
の
推
進
と
健
康
維
持

四
、
社
会
貢
献
活
動
の
推
進

五
、
組
織
活
動
の
強
化

計
画
の
達
成
と
基
本
方
針

の

推
進
は
、
理
事
を
先
頭
と
し
た
委

員
会
と
全
会
員
が

一
体
と
な

っ

て
取
り
組
ん
で
こ
そ
初
め
て
可

能
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員

の
皆
さ
ま
に
は
今
後
、

計
画
の
進
捗
状
況
を
機
会
を
と

ら
え
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
の

建
設
的
な
ご
提
案
も
賜
り
た

い

と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
中
し
上
げ
ま
す
。

機

能

的

、

効

率

的

な

組

織

体

制

を

め
ざ

す

第
２
次
中
期
計
画
に
掲
げ
る

５
つ
の
基
本
方
針
の
実
現
に
向

け
、
昨
年
四
月
、

「
組
織
検
討

会
議
」
を
設
置
し
　
委
員
会
委

員
や
地
区
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ま

の
こ
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
数
年
来
、　
一

般
家
庭
部
門
が
好
調
な
半
面
、

公
共
事
業
　
民
間
事
業
共
に
事

業
高
が
伸
び
悩
み
、
会
員
の
高

齢
化
が
進
む
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
新
た
な
対
応
に
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

組
織
の
見
直
し
と
補
強
に
当

っ
て
の
重
要
な
テ
ー
マ
は
、
事

業
高
を
増
や
し
、
会
員
が
誇
り

を
持
っ
て
頑
張
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
、
公
益
社
団
法
人
に

相
応
し
い
活
動
を
進
め
る
こ
と

に
尽
き
ま
す
。

会
員

一
人
ひ
と
り
の
英
知
と

力
を
仕
事
や
組
織
運
営
に
活
か

し
、
真
の
目
主
　
目
立
　
共
働

共
助
を
実
現
す
る
仕
組
み
づ
く

り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

会
員
数
２
，
７
５
０
人

就
業
部
８
０

０
％

契
約
高
６
億
円

爾圏



センター事務局のスタッフ紹介

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

品
問
も
い

●
お

匠
１

も
ご
相
談

レ

ン

ス

ン

お

一ヽ
「「、「

寿美谷政克

中条 正英  新丼本哲実 佐藤 角夫 出口 葉子 山口 宏 斉藤 義昭 嶽 進志  澤 高博

力1藤 次郎   大森 僣子  大竹 オロ江   前田 佳秀   木賞 克也

出
△
一
い
は
私
の
常
砺
”
川
浪
み
ゆ
き

「
元
気
？
」
た
か
ら
の

一
声
。

「元
気
よ
」
。

足
わ
ず
顔
が
は
こ
ろ
ぶ
。
だ
じ

が
た

い
、年
女
な
ん
で
。

「
い
や
よ
、
い
や

い
や
」
。
思
え

ば
舞
台
に
魅
せ
ら
れ
ド
キ
ド
キ
し
て
過
ご
し
た

ｍ
Ｈ

。

家
ム
の
た
晨
に
感
謝
で
す
。

今
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
入
り
を
し
、
Ｘ

慟
の
■
会

い
を
重
じ
で
、前
向
き
で
元
気
な
皆
さ
ん
に
励
ま

さ
れ
な
が
ら
フ
エ
ア
の
手
な

い
を
楽
し
み
、広
報
紙
配
布
で
「
い

つ
も
ご
く
ろ
う
き
ま
」
の

■
一一）
に
胸
を
許
く
し
な
が
ら
足
腰

，
き

す
る
私
で
す
。

寒
々
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
る
今
日
で
す
が
、

７０
の

手
習

い
で
素
故
な
講
座
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
キ
せ
を
か
み

し
め
な
が
ら
、
ま
た
新
し

い
素
晴
ら
し

い
出
会

い
を
求
め
て

一
喜

一
愛
す
る
毎
日
で
す
。

７‐
歳
は
若
手
？

辰
Ｌ
幸
治

「年
男
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
」
と

年
末
に
セ
ン
タ
ー
の
キ
条
さ
ん
（事

務
局
）か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
。ヽ
」
の

年
に
な

っ
て
誕
生
日
、工
月
、ま
し

て
や
千
文
を
喜
ん
で
は

い
ら
れ

な
い
。
と
こ
ろ
が
、今
年
の
歳
の
後
点
が
Ａ
市
に
い
る
の
だ
が
、

昨
年
∞
歳
で
工
戯
。
ヽ
」
の
よ
、そ
ろ
そ
ろ
邊
ぶ
の
に
も
飽
き
た

そ
う
で
、シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
所
、「シ
ル
バ
ー
は
７０

か
ら
で
す
よ
」
と
晟
員
に
云
わ
れ
、若

い

か
ら
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
紹
介
さ
れ

た
と
問
か
さ
れ
た
。
こ
百
？

」
と
は

７‐

歳
は
、
シ
ル
バ
ー
で
は
着
手
？

Ａ
市
に
引

っ
越
し
し
よ
う
か
な
。

み
な
さ
ん
。
木
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

致
し
ま
す
。

熙

氏  名 役  職 趣  味       モ ッ トー 氏  名 役 戦 趣  味       モ ッ トー

中条 正英

寿美谷政克

月IF・・ 事務局長

総務課長

自然散策  日々感謝 佐藤 角夫 事業課員 サイクリング 1人でt多くの会員にお仕事を

推理小脱 士事は週切に 新丼本哲夫 事業諷員 トレッキング 準備万喘 用意同到段取りま命

大森 綾子 総務課員 洗濯

ソーイング

その日のことよその日のうちに 斉藤 義昭 事業課員 Jルフ

大竹 添口江

嶽  進志

総務課員 前田 佳秀 事業課員 ,11 リイビツ,■の 誠心誠意

事美課主査 ドライブ ―期―会を大切に 澤  高博 事業課員 水形画 忠,1

出口 葉子 線
新

事

一
事

熱帯祭飼育

読書

健康第一

言
=:番

工tく 踊は
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山口  宏 事業課員 散歩

木寅 克也 加藤 次郎 事業課員 旅 行 正直―路



庭木の技ぶりを慎重に見

極めて剪定作業開始.

身
も
心
も
若
返
る
仕
事
で
す

当
セ
ン
タ
ー
に
は
３
班
の
剪
定
チ
ー
ム
が
あ
り
、
加
え
て
女
性
会
員
を
中
心
と

し
た
除
草
班
が
活
躍
中
で
す
。
夏
は
暑
さ
と
各
種
の
虫
た
ち
に
悩
ま
さ
れ
、
冬
は

凍
え
る
手
足
を
ケ
ア
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
想
像
を
超
え
た
パ
ワ
フ
ル

な
仕
事
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

「
こ
の
仕
事
を
始
め
て
以
前
よ
り
も
健
康
に
な
り
、

手
順
を
考
え
る
習
慣
が
つ
き
、
身
も
心
も
若
返
り
ま
し
た
」
と
の
声
も
…
。
お
客

様
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
働
き
が
い
　
達
成
感
は
毎
日
の
生
活
に
も
張
り

を
も
た
ら
せ
て
い
る
よ
う

で
す
。

開立に にっての作業は、ライフロ

ープを調けて安全に充分配慮。

聰
蜻
蜻
麒
蜻

シ
ル
バ
ー
に
来
て
良
か

っ
た
―

青
木

剛
司

私
は
除
草
　
剪
定
班
に
就
業
し
て
九
二
年
に
な
り

ま
す
が
、
仲
間
の
先
輩
た
ち
の
元
気
の
良
さ
に
驚
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
よ
り
年
上
の
方
が
殆
ど
で
す
が
、

冬
の
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
夏
の
猛
暑
に
耐
え
て
屋
外

で
作
業
さ
れ
る
様
子
に
丹
波
篠
山
出
身
で
体
力
に
自

信
の
あ
る
私
で
さ
え
圧
倒
さ
れ
そ
う
で
す
。

市
役
所
の
公
園
緑
地
課

一
筋
で
四
十
余
年
も
過
ご

し
た
数
少
な
い
経
歴
を
持

つ
職
員
の

一
人
で
あ
り
ま

す
が
、
設
計
施
工
　
管
理
監
督
が
主
な
仕
事
で
剪
定

等
の
実
務
は
、
実
家
の
庭
の
手
入
れ
や
農
作
業
の
手

伝
い
程
度
の
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に

良
き
先
輩
か
ら
多
く
の
こ
と

（技
術
面
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
在
り
方
、
生
き
方
ま
で
）
を
学

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
か
ら
い
た
だ
く

「き
れ
い
に
な

っ

た
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
、
う
れ
し
い
、
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
で
疲
れ
が
吹

っ
飛
び
、
私
の
方
も
気
持
ち
が

良
く
な

っ
て
、
ま
た
頑
張
れ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
に
来
て
良
か

っ
た
―
　
こ
ん
な
働
き
が

い
　
生
き
が
い
を
ず

つ
と
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

切り落とした技や雑草は一つ成さず

回収し、ゴミ班却場へ搬i基 。

ロ



総会・理事会・リーダー会議

4月 23日   平成26年度 第 1回理事会

5月 9日   平成26年度 第2回理事会

12月 11日 地区リーダー サブリーダー会議

5月 29日   平成26年度 定時総会

5月 29日   平成26年度 第3回理事会

7月 14日   地区リーダー サブリーダー会議

7月 31日   平成26年度 第4回理事会

9月 29日   地区リーダー サブリーダー会議

]0月 30日  平成26年度 第5回理事会

広田山荘 市民大茶会

4月  6日

4月 8～ 12日

西宮さくら祭りに参加

広田山荘 カフェ ド ヒロタ

4月 13日 広田山荘 市民大茶会

6月 17日 1 広田山荘 ぴよびよサロン

8月  3日

9月  8日

1 夏休みこども工作教室

広田山荘 観月会

10月 25日 にしのみや市民祭りに参カロ

10月 25～26日

' 写真 書道 絵画同好会展示会

兵シ協シルバーフェスティバル

いきしヽきシルバーフェア

10月 28～ 2日

11月 ]日

11月 20日 広田山荘 びよびよサロン

広田山荘 こども将棋大会 夏休みことも工作敦=12月 6日

に
し
の
み
や
市
民
祭
り
で

手
作
り
作
品
を
展
示
販
売

網

広E山荘 こども将棋大会 広田山荘 観月会

ヽ ア■ダ



浜脇地区 副 |

中央地区 広田神社

甲東地区 武庫リ

合同清掃 山手幹線/甲子園浜

12月 6日 合同清掃 有馬川

清掃ボランテイア

請習会・研修

8月  5日  毛筆筆耕フォローアップ講習会

8月 19日  毛筆筆耕フォローアップ講習会

9月  3日  救命講習会 (津門 今津地区)

毛筆筆III講習会

9月 12日

9月 16～ 19日

9月 25日

9月 26日

10月 2日

10月 10日

10月 14～ 15日

救命講習会 (中央地区)

兵シ協高齢者生活サポー ト研修会

交通安全講習会

救命講習会 (鳴尾地区)

救命講習会 (浜脇地区)

救命講習会 (鳴尾南地区)

毛筆筆耕講習会

10月 16日 救命講習会 (夙川地区)

]1月 17日 救命講習会 (塩瀬 山口地区)

11月 18日 研修バスツアー

11月 25日 交通安全講習会

12月 2日

12月 4日

12月 16日

自転車安全運転講習会

阪神ブロック役職員視察研修

救命講習会 (セ ンター)

救命請習会

自転車安全運転請習会

熙

研修バスツアー



当日は早朝から小雨がLI続的に降 り、会場の地面に水溜 りができる始末で した。 しか

し、スタッフが砂 を入れた り、マットを敷いたりして懸命の対応。開場後は雨脚 もとま

り始め、なんとかお客様 をお迎えすることができました。雨天決行なが ら、ご来場客数

は600名近 くに及び、地域に根ざすシルバーフェアの手応えを実感 しました。

▲会場のぬかるみと格闘する

スタッフと職員

各地から仕入れた新
=野

栞.>
見る間に行¬Jが ,

▲ こども工作教室.自分でつくつた

玩具は事が広がるよ.

▲ 売り切れ御免 | し)つ も人気の焼さ¬ ぎ

フランクフル ト 焼手 栗.

▲ 神戸女学院茶道部のお嬢さんによる

お茶席.けつこうなお点前デス●

▲パパの咸信に力Jナてコマ回しにつι戦.

▲ 会員が丹精込めて栽培した鉢物に熱視線.

りЪ端

▲ おヨ1染みリフォーム作品の民示販売.心のこ|・ つた作品 まプライスレス |

「去年(こ ぞ)今年貰く棒のごときものJ.高浜虚子の01句 で 老境の身ながら新年を迎えた

感IIIを・ lんだものと言われています。誰の心の中にも 去年から新しい年へといまも変わら

ずひとすじに貫くものがあるはずです。あなたtこ とつて それ よ

“

Jで しょう。   (F'

g


